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そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

【７月】

【分析】

全体的に肯定的である。「質問１」、「質問４」、「質問５」の結果から、ICT機器

と単元シートの活用が有効だったと考えられる。単元を貫く問いを設定し、学習の

見通しをもたせることで、様々な社会的事象について多面的に考察することができ

た。また単元ごとのまとめの時間を確保し、ICTを活用した対話的活動の導入も肯定

的な意見につながったと考える。一方で「質問２」、「質問３」の結果から、「個

別最適な学び」の実践が課題と考えられるので、生徒一人一人の特性や学習状況を

意識した課題改善をおこなっていく。

【課題】

［１年］「質問3」の結果から、否定的な意見が13.5%と高い。導入時の指導や発問

を通して、生徒自身が社会的事象に対する問いや疑問を見出せるような工夫を講じ

る。また、学習課題を解決していく課題解決学習を積極的に取り入れいることで、

社会科への興味・意欲を高める。

［２年］「質問３」の結果から、否定的な意見が18％と高く、学習に対する主体性

を高めることが課題と考えられる。導入時の指導の工夫や探究学習を通して、社会

科の興味・関心を高め、一人一人に応じた学習活動や学習課題に取り組む機会の提

供等を意識した授業改善を行う。

[３年]「質問1」「質問4」から、１時間の見通しが持てるとともに、対話的な活動

を取り入れた授業を継続して行う。「質問３」の結果から、導入時の発問や課題提

示の工夫を講じる。
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質問1．社会の授業では、授業の始めに１時間の流

れを把握することができ、学習しやすい。
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質問2．社会の授業は、分からないことや疑問に感

じたことを振り返るための手立てがある。
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質問3．社会の授業は、新しい疑問や興味が沸き、

自ら学習したいと感じる。
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質問4．社会の授業では、自分で考える場面や話し

合いの場面があり、学習しやすい。
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質問5．社会の授業では、状況に応じた教具(画像・動画・プリ

ント・道具など)が利用されていて、学習しやすい。


